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第 5 ， 2 節では，認識対象文字の書き手に比較的負担を与えないのみならず，機械認識にも適する
と思われる認識対象文字を検討し設定している。
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第 5. 3 節では，座標・角度分布法と改良された場の効果法を単純に組み合せた複合手書文字認識
系について及びその認識系を手書英数字・特殊記号約 9， 600 字に適用した結果について述べている。
そして，数字から英数字・特殊記号へ認識対象文字の種類を大幅に拡大するという困難な課題が解決
可能で、あることを明らかにしている。
第 5. 4 節では，場の効果法と座標・角度分布法を統一するとともに非常に単純化した特徴抽出の
手法である位相線分法が実現可能であることを述べ，本研究の実用化も不可能で、ないということを明
らかにしている。
第 6 章では，結論として本研究で得られた成果を総括している。
論文の審査結果の要旨
本論文は手書文字認識において最も重要な特徴抽出過程に関し，理論的，実験的研究を行い，文字
認識への新しい接近法を提案したものである。
著者は，まず文字の大局的特徴抽出に着目した場の効果法なる新手法を提案し，次で場の効果法の
欠点を補うに当り座標・角度分布法が有効なことを示した。さらに著者は，上記両手法の組み合わせ
による複合的接近法とみなしうる位相線分法が，実用的手書文字認識技術として有力な技法を与える
ことを理論的にも，実験的にも，論証した。
これらの成果は，パターン認識に対し，新しい理論的知見を与えるのみならず，その工業的開発に
も寄与するところが大である。
よって本論文は，工学博士論文として価値あるものと認められる。
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